
平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日
提
出

質

問

第

二

二

号

特
定
失
踪
者
・
拉
致
被
害
者
家
族
へ
の
情
報
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

三

宅

博
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特
定
失
踪
者
・
拉
致
被
害
者
家
族
へ
の
情
報
開
示
に
関
す
る
質
問
主
意
書

拉
致
問
題
解
決
の
た
め
に
は
情
報
開
示
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
拉
致
問
題
に
つ
い
て
政
府
は
こ
れ
ま
で
家
族
に
配
慮
し
て

き
た
こ
と
を
度
々
強
調
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
家
族
へ
は
重
要
な
情
報
は
提
示
さ
れ
ず
、
一
方
で
情
報
の
意
図
的
な
操
作
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
国
民
が
拉
致
の
実
態
を
知
る
こ
と
を
阻
害
し
、
ひ
い
て
は
拉
致
問
題
の
解

決
を
長
引
か
せ
て
い
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
当
職
は
考
え
る
。
そ
の
視
点
か
ら
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

�

藤
田
進
氏
ら
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
つ
い
て

埼
玉
県
川
口
市
か
ら
昭
和
五
十
一
年
二
月
に
失
踪
し
た
藤
田
進
氏
に
つ
い
て
、
平
成
十
六
年
に
報
道
機
関
が
入
手
し
た
脱

北
者
の
写
真
が
、
進
氏
と
「
同
一
と
考
え
ら
れ
る
」
と
専
門
家
に
よ
っ
て
鑑
定
さ
れ
、
家
族
は
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
の

荒
木
代
表
ら
と
政
府
に
真
相
解
明
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
当
該
写
真
を
政
府
当
局
に
提
供
し
た
。
当
職
は
昨
年
十
二
月
十

八
日
、
進
氏
の
弟
藤
田
隆
司
氏
が
埼
玉
県
警
の
担
当
者
か
ら
、
警
察
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
当
該
写
真
の
鑑
定
結
果
三
点
を
提

示
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

（
�
）

こ
の
と
き
家
族
に
開
示
し
た
の
は
、
ど
の
機
関
が
行
っ
た
鑑
定
の
ど
の
よ
う
な
情
報
か
。

（
�
）

藤
田
進
氏
の
写
真
が
最
初
に
報
道
さ
れ
た
の
は
平
成
十
六
年
八
月
一
日
、
家
族
と
特
定
失
踪
者
問
題
調
査
会
が
記

一



者
会
見
・
政
府
要
請
を
行
っ
た
の
は
翌
二
日
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
警
察
は
鑑
定
を
行
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
結
果
が
家
族
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
八
年
後
で
あ
る
。
な
ぜ
鑑
定
か
ら
家
族
へ
の
開
示
ま
で
八
年
余
を

必
要
と
し
た
の
か
。

（
�
）

藤
田
進
氏
の
写
真
が
鑑
定
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
同
じ
情
報
源
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
加
瀬
テ
ル
子
氏
と
思
わ
れ
る
写

真
に
つ
い
て
も
同
様
の
鑑
定
を
行
っ
た
の
か
。
行
っ
た
と
す
れ
ば
そ
の
鑑
定
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の

結
果
は
家
族
に
伝
え
た
の
か
。

（
�
）

同
様
に
他
の
脱
北
者
等
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
写
真
で
、
特
定
失
踪
者
等
拉
致
の
疑
い
の
あ
る
失
踪
者
や
認
定
被
害

者
と
の
間
で
鑑
定
を
行
っ
た
も
の
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
中
に
同
一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
な
い

の
か
。

（
�
）

鑑
定
結
果
か
ら
し
て
藤
田
進
氏
が
拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
ぜ

認
定
に
至
ら
な
い
の
か
。

�

山
本
美
保
氏
に
関
す
る
情
報
の
開
示
に
つ
い
て

（
�
）

山
形
県
遊
佐
海
岸
に
漂
着
し
た
身
元
不
明
遺
体
に
つ
い
て
、
山
梨
県
警
は
平
成
十
六
年
三
月
五
日
午
後
五
時
四
十

二



五
分
、
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
」
を
山
本
美
保
氏
の
家
族
に
伝
え
た
。
と
こ
ろ
が
報
道
機
関
の
一
部
が
こ
れ
と
ほ
ぼ
同

時
刻
の
午
後
六
時
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
お
い
て
、
山
形
の
遺
体
が
山
本
美
保
さ
ん
で
あ
る
と
報
道
し
て
い
る
。
こ
れ

は
午
後
七
時
に
行
わ
れ
た
丸
山
潤
警
備
一
課
長
の
記
者
会
見
の
前
で
あ
り
、
明
ら
か
に
不
適
切
な
情
報
漏
洩
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
家
族
へ
の
説
明
、
記
者
会
見
よ
り
前
に
報
道
機
関
に
情
報
が
流
れ
た
の
か
。
警
察
の
認
識
を

伺
い
た
い
。

（
�
）

昭
和
五
十
九
年
六
月
に
山
梨
県
甲
府
市
か
ら
失
踪
し
た
山
本
美
保
氏
に
つ
い
て
、
山
梨
県
警
は
平
成
十
五
年
四
月

二
十
六
日
を
は
じ
め
と
し
て
四
回
に
わ
た
り
家
族
に
対
し
て
山
形
県
遊
佐
町
海
岸
に
漂
着
し
た
身
元
不
明
遺
体
と
の

照
合
を
行
う
と
説
明
し
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
山
本
美
保
氏
の
家
族
は
県
警
か
ら
そ
の
よ
う
な
説
明
を
受
け
た
こ

と
を
全
く
記
憶
し
て
い
な
い
。
家
族
に
と
っ
て
は
特
定
の
遺
体
と
の
照
合
と
い
う
極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
記

憶
し
て
い
な
い
と
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
県
警
か
ら
家
族
に
対
す
る
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い

と
理
解
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。
ま
た
警
察
が
家
族
に
対
し
て
説
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
法
的

証
拠
（
裁
判
等
が
行
わ
れ
た
場
合
提
出
可
能
な
も
の
）
は
存
在
す
る
の
か
。

�

拉
致
被
害
者
の
生
死
に
か
か
わ
る
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て

三



平
成
十
四
年
九
月
十
七
日
、
小
泉
総
理
大
臣
（
当
時
）
訪
朝
時
、
政
府
は
横
田
滋
氏
ら
拉
致
被
害
者
家
族
に
対
し
て
北
朝

鮮
か
ら
の
死
亡
・
生
存
に
か
か
わ
る
情
報
を
そ
の
ま
ま
確
定
情
報
と
し
て
家
族
に
伝
え
て
い
る
。

（
�
）

今
回
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
プ
ラ
ン
ト
襲
撃
事
件
で
は
、
被
害
者
・
人
質
の
生
存
・
死
亡
の
確
認
を
行
っ
た

あ
と
に
家
族
へ
伝
え
ら
れ
た
。
家
族
へ
の
配
慮
を
行
う
な
ら
、
犠
牲
者
及
び
そ
の
家
族
へ
の
対
応
と
同
様
、
死
亡
・

生
存
の
確
認
を
し
た
後
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
北
朝
鮮
の
情
報
を
確
定
情
報
と
し
て
伝
え
た
の
は
な
ぜ
か
。

（
�
）

家
族
に
伝
え
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
刻
、
報
道
機
関
は
一
斉
に
「
死
亡
」
「
生
存
」
の
情
報
を
ニ
ュ
ー
ス
速
報
で
流
し

た
。
こ
れ
は
政
府
の
情
報
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

（
�
）

北
朝
鮮
か
ら
伝
え
ら
れ
た
情
報
の
う
ち
、
「
死
亡
」
の
日
付
の
み
が
家
族
に
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

四


